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敦
煌
本
『
壇
経
』
の
編
輯
│ 
伝
法
表
現
お
よ
び
偈
の
重
複
か
ら
み
た
形
成
史
の
推
定 
│
古
　
勝
　
　
　
亮
一
、 
敦
煌
本
『
壇
経
』
の
形
成
に
関
す
る 
 
先
行
研
究
の
見
解
と
筆
者
の
方
法
『
壇
経
』
は
、
中
国
禅
宗
の
六
祖
と
さ
れ
る
慧
能
（
六
三
八
〜
七
一
三
）
の
説
法
に
帰
せ
ら
れ
る
書
物
で
あ
る
。
敦
煌
本
『
壇
経）1
（
』
が
出
現
し
、
伝
世
諸
本
と
の
比
較
の
結
果
、
敦
煌
本
が
最
も
古
い
形
態
を
留
め
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
を
基
点
と
し
て
『
壇
経
』
の
テ
キ
ス
ト
形
成
史
に
関
し
て
様
々
な
推
定
が
な
さ
れ
て
き
た
。『
壇
経
』
と
い
う
書
物
の
形
成
を
考
え
る
上
で
、
筆
者
が
特
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
大
略
、
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
（
一
）　
敦
煌
本
『
壇
経
』
に
は
、慧
能
の
思
想
は
含
ま
れ
る
の
か
。
（
二
）　
敦
煌
本
『
壇
経
』
に
は
、
慧
能
の
弟
子
を
自
称
し
た
神
会
（
六
八
四
〜
七
五
八
）
の
思
想
を
示
す
と
さ
れ
る
神
会
語
録）2
（
と
類
似
す
る
内
容
が
多
く
存
在
す
る
。
神
会
の
思
想
と
の
影
響
関
係
や
神
会
派
と
の
関
係
を
ど
う
考
え
る
か
。
（
三
）　
そ
の
一
方
で
、
敦
煌
本
『
壇
経
』
は
、
神
会
語
録
を
用
い
な
が
ら
も
、
思
想
的
な
重
点
が
異
な
る
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、
な
ぜ
『
壇
経
』
に
お
い
て
神
会
の
存
在
は
前
面
に
出
さ
れ
な
い
の
か
。
（
四
）　
敦
煌
本
『
壇
経
』
は
、
現
存
す
る
中
で
最
も
古
い
形
を
保
存
す
る
が
、
そ
こ
に
も
複
次
に
わ
た
る
編
輯
・
改
訂
の
痕
跡
が
あ
る
。
形
成
の
新
旧
の
層
を
、
ど
の
よ
う
な
基
準
に
よ
っ
て
、
い
か
に
論
理
的
に
推
定
す
る
か
。
（
五
）　
『
壇
経
』
は
、
如
何
な
る
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、
い
つ
ご
ろ
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
、
作
成
さ
れ
編
輯
・
改
訂
さ
れ
た
か
。
こ
れ
ら
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
相
互
に
密
接
に
連
繋
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
先
行
研
究
で
は
、
こ
の
う
ち
（
二
）
に
関
し
て
は
、
比
較
的
堅
実
で
あ
る
神
会
研
究
を
拠
り
所
と
し
て
多
く
の
研
究
が
行
わ
れ
、
ま
た
（
四
）
に
つ
い
て
も
、
様
々
な
説
が
提
示
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、（
一
）
や
（
三
）
に
つ
い
て
の
研
究
は
充
分
で
な
く
、（
四
）
に
つ
い
て
も
、
テ
キ
ス
ト
の
複
雑
な
成
立
状
況
の
た
め
に
、
新
旧
の
集
刊
東
洋
学 
第
一
一
六
号 
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成
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九
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一
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頁
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層
を
明
確
な
基
準
を
も
っ
て
合
理
的
に
推
定
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
結
果
と
し
て
、（
五
）
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
漠
然
と
し
た
推
定
し
か
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
特
に
（
四
）（
五
）
の
問
題
に
つ
い
て
、『
壇
経
』
の
テ
キ
ス
ト
の
編
輯
が
ど
の
よ
う
な
思
想
史
的
文
脈
に
お
い
て
行
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
す
な
わ
ち
、
敦
煌
本
に
見
え
る
様
々
な
編
輯
・
改
訂
の
痕
跡
、
新
旧
の
層
と
、
そ
こ
か
ら
推
測
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
形
成
の
問
題
を
、
神
会
没
後
の
八
世
紀
後
半
の
南
宗
禅
の
動
向
と
合
わ
せ
て
考
え
て
み
た
い
。
は
じ
め
に
、
敦
煌
本
『
壇
経
』
の
大
ま
か
な
構
成
に
つ
い
て
、
筆
者
の
理
解
を
示
し
て
お
こ
う
。
な
お
、
す
で
に
注
（
1
）
に
記
し
た
よ
う
に
、
分
節
と
そ
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
は
、
先
行
研
究
と
の
対
照
の
利
便
性
を
考
え
、
郭
朋
『
壇
経
校
釈
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
に
便
宜
的
に
拠
る
が
、
筆
者
は
こ
れ
に
全
面
的
に
同
意
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
見
解
の
異
な
る
箇
所
は
そ
の
旨
を
記
す
。
一
a
節　
『
壇
経
』
と
い
う
書
物
の
状
況
設
定
。
す
な
わ
ち
、
慧
能
が
韶
州
大
梵
寺
に
お
い
て
、
刺
史
韋
璩
を
は
じ
め
と
す
る
在
家
・
出
家
者
の
た
め
に
説
法
し
無
相
戒
を
授
け
、
そ
れ
ら
を
弟
子
の
法
海
が
記
録
し
た
と
す
る
。（「
門
人
僧
法
海
」
ま
で
）
一
b
節　
『
壇
経
』の
伝
授
・
稟
承
と
後
代
へ
の
流
行
を
説
く
。
一
a
・
一
b
は
本
書
の
序
に
相
当
。
二
〜
一
二
節　
慧
能
の
伝
記
と
弘
忍
か
ら
慧
能
へ
の
伝
法
一
三
〜
三
一
節　
教
理
集
と
授
戒
儀
（
二
〇
〜
二
三
節
は
授
戒
儀
、
二
四
〜
二
九
節
は
般
若
波
羅
蜜
解
釈
と『
金
剛
般
若
経
』の
重
視
）。
三
二
節　
頓
教
の
受
持
・
伝
授
と
他
派
へ
の
妄
り
な
宣
伝
の
戒
め
三
三
節　
「
無
相
頌
」（
其
一
、
別
名
「
滅
罪
頌
」）
三
四
〜
三
六
a
節　
慧
能
と
刺
史
韋
璩
と
の
問
答
（
頌
の
前
ま
で
）
三
六
b
節　
「
無
相
頌
」（
其
二
、
在
家
へ
の
布
教
）
三
七
節　
慧
能
の
大
梵
寺
に
お
け
る
説
法
の
終
了
と
参
会
者
の
解
散
三
八
節　
『
壇
経
』の
伝
授
に
よ
る
南
宗
禅
・
頓
教
の
伝
法
の
確
認（
一
b
節
と
呼
応
）
三
九
節　
編
輯
者
に
よ
る
南
北
両
宗
に
つ
い
て
の
簡
潔
な
ま
と
め
四
〇
〜
四
一
節　
慧
能
と
弟
子
志
誠
と
の
問
答
四
二
節　
慧
能
と
弟
子
法
達
と
の
問
答
四
三
節　
慧
能
と
弟
子
智
常
と
の
問
答
四
四
節　
慧
能
と
弟
子
神
会
と
の
問
答
四
五
〜
四
六
節　
慧
能
か
ら
十
大
弟
子
（
法
海
、
志
誠
、
法
達
、
智
常
、
智
通
、
志
徹
、
志
道
、
法
珍
、
法
如
、
神
会
）
へ
の
「
三
科
法
門
」「
三
十
六
対
」
の
伝
法
四
七
節　
『
壇
経
』
の
伝
授
と
そ
れ
に
よ
る
伝
法
四
八
節　
慧
能
の
臨
終
と
「
真
仮
動
静
偈
」
四
九
節　
慧
能
の
臨
終
、
二
十
年
後
の
正
法
継
承
者
の
予
記
、「
五
祖
伝
衣
付
法
頌
」
五
〇
節　
慧
能
の
臨
終
と
二
つ
の
頌
120
五
一
節　
慧
能
の
臨
終
、
西
天
か
ら
唐
土
に
到
る
禅
宗
の
四
十
祖
説
五
二
節　
慧
能
の
臨
終
、「
見
真
仏
解
脱
頌
」
と
法
海
へ
の
付
託
五
三
節　
慧
能
の
臨
終
、「
自
性
真
仏
解
脱
頌
」
と
門
人
へ
の
付
託
、
慧
能
の
遷
化
五
四
節　
慧
能
の
遷
化
と
刺
史
韋
璩
に
よ
る
立
碑
、
供
養
五
五
〜
五
七
節　
『
壇
経
』
の
伝
授
。
本
書
の
後
序
に
相
当
。
冒
頭
（
四
）
に
述
べ
た
よ
う
に
、
敦
煌
本
『
壇
経
』
の
形
成
を
考
え
る
為
に
は
、
新
旧
の
層
を
弁
別
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
如
何
な
る
基
準
に
よ
っ
て
弁
別
す
る
か
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
現
存
す
る
資
料
に
基
づ
い
て
議
論
す
る
限
り
、
従
来
提
示
さ
れ
た
判
断
基
準
の
妥
当
性
を
個
々
に
判
断
し
つ
つ
、
そ
の
上
で
自
ら
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
新
た
な
客
観
的
基
準
を
提
起
し
、
そ
れ
が
有
効
で
あ
る
か
を
問
う
こ
と
が
建
設
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
ろ
う
。
敦
煌
本
『
壇
経
』
の
形
成
に
関
す
る
先
行
研
究
は
多
い
が
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
小
川
隆
氏
、
伊
吹
敦
氏
、
松
岡
由
香
子
氏
の
も
の
を
取
り
あ
げ
、
そ
の
見
解
と
問
題
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い）3
（
。
は
じ
め
に
、
小
川
隆
氏
の
研
究
手
法
の
特
徴
で
あ
る
が
、
伝
法
の
方
法
の
違
い
、
す
な
わ
ち
禅
の
根
本
の
宗
旨
が
い
か
な
る
形
式
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
か
に
着
目
し
、
伝
法
の
形
式
の
違
い
は
形
成
層
の
違
い
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
独
創
的
な
見
解
を
示
し
た）4
（
。
小
川
氏
は
、
敦
煌
本
に
お
い
て
、
袈
裟
に
よ
っ
て
法
が
伝
わ
る
と
す
る
「
伝
衣
説
」
お
よ
び
『
金
剛
経
』
に
よ
る
伝
法
を
第
一
層
（
二
〜
三
七
節
）、「
伝
法
偈
」
す
な
わ
ち
偈
の
伝
授
に
よ
る
伝
法
を
第
二
層
（
四
八
〜
五
〇
節
）、『
壇
経
』
自
体
の
伝
授
に
よ
る
伝
法
を
第
三
層
（
一
、三
八
、四
七
、五
五
〜
五
七
節
）
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
壇
経
』
の
形
成
を
考
え
る
上
で
重
要
な
論
点
を
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
が
、こ
の
手
法
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。
最
も
大
き
な
問
題
は
、
伝
法
方
式
の
三
種
の
違
い
を
直
ち
に
テ
キ
ス
ト
の
形
成
の
三
段
階
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
確
か
に
、「
伝
衣
説
」、『
金
剛
経
』
の
重
視
、「
伝
法
偈
」、『
壇
経
』
の
伝
授
な
ど
を
、
禅
思
想
史
の
中
に
並
べ
て
み
れ
ば
時
代
的
な
新
旧
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
筆
者
が
考
え
る
に
、
敦
煌
本
『
壇
経
』
に
お
い
て
は
、
伝
法
に
お
け
る
伝
授
の
方
式
そ
の
も
の
は
あ
ま
り
問
題
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
時
に
そ
れ
ら
は
共
存
も
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
小
川
氏
が
「
伝
衣
説
」
と
『
金
剛
経
』
に
よ
る
第
一
層
と
す
る
二
〜
三
七
節
の
中
に
も
、
六
、八
節
の
神
秀
と
慧
能
に
よ
る
偈
に
よ
る
伝
法
で
あ
る
「
呈
心
偈
」
が
見
え
た
り
、
同
じ
く
三
六
節
に
も
偈
に
よ
る
修
行
の
指
示
が
見
え
る
な
ど
、
伝
法
の
方
式
が
併
存
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
川
氏
が
第
三
層
と
す
る
『
壇
経
』
の
伝
授
に
よ
る
伝
法
は
、
一
、三
八
、四
七
、五
五
〜
五
七
節
に
見
え
る
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
不
規
則
に
出
現
す
る
か
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
小
川
氏
は
、
第
三
層
は
神
会
を
批
判
し
法
海
を
祖
と
し
て
別
の
正
統
を
立
て
よ
う
と
す
る
立
場
に
対
応
し
、
神
会
批
判
が
見
え
る
四
一
、四
四
節
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
る
と
す
る
が
、
こ
れ
も
な
ぜ
そ
う
し
た
部
分
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に
不
規
則
に
神
会
批
判
が
現
れ
る
か
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
次
に
、
伊
吹
氏
の
研
究
の
特
徴
は
、
全
体
を
細
か
い
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
割
し
、
種
々
の
判
断
基
準
に
よ
り
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
関
連
を
考
え
、
そ
れ
ら
の
時
間
的
前
後
関
係
を
推
定
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
敦
煌
本
は
、「
原
『
壇
経
』」
か
ら
出
発
し
、
四
次
の
増
広
に
よ
り
「
成
長
」
し
、
五
段
階
の
層
が
あ
る
と
結
論
し
て
い
る）5
（
。
こ
の
方
法
は
、
思
想
に
関
す
る
術
語
、
伝
授
・
派
閥
関
係
の
術
語
、
呼
称
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
る
判
断
基
準
を
設
け
、
そ
こ
か
ら
新
旧
の
層
を
細
か
く
弁
別
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
個
々
の
考
証
は
緻
密
で
あ
り
、
有
益
な
も
の
も
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
伊
吹
氏
は
、
全
体
を
五
段
階
の
層
に
分
け
、
四
次
の
増
広
を
経
た
と
す
る
が
、
こ
れ
に
は
直
ち
に
は
同
意
で
き
な
い
。『
壇
経
』
を
一
冊
の
書
物
と
し
て
考
え
た
場
合
に
、
そ
れ
ら
五
段
階
の
層
が
極
め
て
不
規
則
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
ど
の
よ
う
な
編
輯
を
経
て
そ
の
よ
う
な
複
雑
な
構
成
に
な
っ
た
の
か
が
明
確
に
は
説
明
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
松
岡
氏
は
、
小
川
氏
と
同
じ
く
、
三
九
節
を
境
に
前
半
と
後
半
に
分
け
、
前
半
を
古
層
、
後
半
を
新
層
と
し
、
そ
の
う
ち
前
半
の
み
を
取
り
あ
げ
て
考
察
し
た
。
方
法
と
し
て
は
、『
壇
経
』
前
半
部
を
神
会
語
録
と
比
較
し
、
類
似
部
分
を
慧
能
の
原
思
想
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
「
古
本
壇
経
」
と
想
定
し
、
そ
こ
か
ら
数
次
の
付
加
が
な
さ
れ
た
と
推
定
す
る
。
こ
の
分
析
の
問
題
点
は
、
慧
能
の
思
想
と
し
て
の
「
古
本
壇
経
」
が
存
在
し
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
こ
と
、
ま
た
、
敦
煌
本
『
壇
経
』
と
神
会
語
録
の
類
似
箇
所
に
つ
い
て
、
前
者
が
先
に
あ
り
、
後
者
は
そ
の
影
響
に
よ
り
後
に
成
立
し
た
と
、
何
故
に
言
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
状
況
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
本
稿
で
は
、
敦
煌
本
『
壇
経
』
の
形
成
を
考
え
る
た
め
に
、
伝
法
・
伝
授
に
関
わ
る
表
現
が
な
ぜ
重
複
す
る
の
か
、類
似
す
る
偈
が
な
ぜ
存
在
す
る
の
か
、
宗
派
意
識
が
原
理
的
で
あ
る
か
融
和
的
で
あ
る
か
に
着
目
し
、
そ
れ
を
書
物
の
編
輯
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
。
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
敦
煌
本
は
、
一
冊
の
書
物
と
し
て
み
た
場
合
、
多
く
の
矛
盾
や
編
輯
の
不
統
一
な
ど
が
残
さ
れ
、
書
物
と
し
て
整
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
筆
者
は
、
そ
れ
ら
の
矛
盾
や
編
輯
の
痕
跡
に
こ
そ
『
壇
経
』
の
特
質
が
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
『
壇
経
』
形
成
の
歴
史
が
深
く
刻
み
こ
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る）6
（
。
伝
法
表
現
の
重
複
に
つ
い
て
は
、従
来
も
個
別
的
に
は
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、『
壇
経
』
一
書
の
編
輯
と
い
う
観
点
か
ら
全
面
的
に
検
討
し
た
も
の
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
こ
の
作
業
を
通
し
て
、『
壇
経
』
の
編
輯
が
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
な
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
八
世
紀
に
お
け
る
南
宗
禅
の
状
況
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
た
の
か
を
考
え
、『
壇
経
』
の
テ
キ
ス
ト
形
成
史
を
推
定
す
る
。
敦
煌
本
『
壇
経
』
の
形
成
に
つ
い
て
、
筆
者
の
見
解
を
、
結
論
を
先
取
り
し
て
示
す
と
、
敦
煌
本
に
は
、
も
と
と
な
っ
た
主
に
神
会
系
に
よ
る
各
種
の
資
料
の
段
階
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
し
た
『
壇
経
』
の
122
第
一
次
編
輯
の
段
階
（
一
b
、
一
三
〜
三
三
、三
八
、五
三
節
）、
第
一
次
編
輯
を
も
と
に
し
た
第
二
次
編
輯
の
段
階
（
第
一
次
編
輯
＋
一
a
、
二
〜
一
二
、三
四
〜
三
七
、三
九
〜
五
二
、五
四
〜
五
七
節
）、
の
三
段
階
が
あ
る
と
考
え
る
。
第
一
次
『
壇
経
』
が
も
と
と
し
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
神
会
系
の
教
理
（
一
三
〜
一
九
節
）、
授
戒
儀
礼
（
二
〇
〜
二
三
節
）、
神
会
系
に
よ
る
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
お
よ
び
『
金
剛
経
』
の
宣
揚
（
二
四
〜
三
一
節
）
な
ど
が
素
材
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
二
、
第
一
次
編
輯
と
第
二
次
編
輯
の
差
異
（
一
） 
 
　
　
│
南
宗
宗
派
主
義
と
南
北
融
和
主
義
法
の
伝
授
に
関
す
る
記
述
を
、『
壇
経
』
全
体
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
整
理
し
て
み
る
と
、
一
、三
八
、四
七
、五
五
〜
五
七
節
は
、『
壇
経
』
の
伝
授
に
よ
る
伝
法
、
慧
能
の
伝
記
部
分
に
あ
た
る
二
、四
〜
一
一
節
は
、
衣
（
袈
裟
）
に
よ
る
弘
忍
か
ら
慧
能
へ
の
伝
法
、
同
じ
く
四
〜
八
節
は
、
偈
に
よ
る
弘
忍
か
ら
慧
能
へ
の
伝
法
、
三
二
節
は
衣
法
に
よ
る
伝
法
、三
六
〜
三
七
、四
八
〜
五
〇
、五
二
〜
五
三
節
は
、
慧
能
か
ら
弟
子
へ
の
偈
に
よ
る
修
行
の
指
示
、
五
一
節
は
西
天
二
十
八
祖
説
に
よ
る
伝
法
、
二
、九
、二
八
節
は
、『
金
剛
経
』
に
よ
る
伝
法
を
説
い
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
に
、
四
五
〜
四
六
節
で
は
「
三
科
法
門
」「
三
十
六
対
」
の
教
説
に
よ
る
伝
法
を
説
い
て
い
る
。
筆
者
が
注
目
し
た
い
の
は
、
敦
煌
本
に
お
い
て
、
同
じ
よ
う
な
伝
法
の
内
容
が
繰
り
返
し
出
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
右
に
述
べ
た
も
の
の
う
ち
、
特
に
、
一
、三
二
、三
八
、四
七
、五
五
〜
五
七
節
は
、
法
の
伝
授
に
つ
い
て
同
じ
よ
う
な
内
容
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
筆
者
は
、
こ
の
重
複
す
る
表
現
は
、
テ
キ
ス
ト
の
新
旧
の
層
が
編
輯
を
経
て
も
な
お
残
存
し
た
痕
跡
な
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
層
の
違
い
と
は
、
主
と
し
て
禅
の
南
宗
の
宗
派
意
識
の
強
弱
の
違
い
で
あ
り
、
つ
ま
り
、
一
層
は
南
宗
頓
教
の
称
揚
と
北
宗
漸
教
の
批
判
の
立
場
、
即
ち
南
宗
禅
の
宗
派
的
な
立
場
、
も
う
一
層
は
南
宗
称
揚
と
北
宗
批
判
の
舌
鋒
が
弱
め
ら
れ
南
北
両
宗
の
帰
一
を
説
く
融
和
的
立
場
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
神
会
門
下
に
南
北
融
和
主
義
の
立
場
が
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
小
川
隆
氏
が
、
神
会
の
弟
子
で
あ
る
乗
広
・
慧
堅
・
霊
坦
の
三
人
を
取
り
あ
げ
、「
神
会
の
弟
子
達
が
神
会
の
攻
撃
的
な
党
派
性
を
継
承
す
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
神
会
の
描
い
た
対
立
図
式
を
解
消
し
て
、
南
北
融
和
論
に
傾
斜
し
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
」、「
敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』
も
、
神
会
系
の
こ
の
よ
う
な
風
潮
を
背
景
に
成
立
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
し
、
神
会
の
弟
子
達
の
南
北
融
和
的
論
調
と
敦
煌
本
『
壇
経
』
の
成
立
と
の
関
係
を
示
唆
し
て
い
る
が）7
（
、
筆
者
も
基
本
的
に
こ
の
見
解
に
従
う
。
中
で
も
、慧
堅
（
七
一
九
〜
七
九
二
）
に
つ
い
て
は
、徐
岱
撰
「
唐
123 敦煌本『壇経』の編輯（古勝）
故
招
聖
寺
大
徳
慧
堅
禅
師
碑
銘
并
序）8
（
」
に
よ
り
、
そ
の
人
と
な
り
と
思
想
的
立
場
が
知
ら
れ
る
が
、
徳
宗
が
貞
元
年
間
（
七
八
五
〜
八
〇
四
）
の
初
め
に
儒
道
仏
三
教
の
代
表
者
を
集
め
て
議
論
さ
せ
た
こ
と
を
記
し）9
（
、次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
又
奉
詔
與
諸
長
老
辯
佛
法
邪
正
、定
南
北
兩
宗
。
禪
師
以
爲「
開
示
之
時
、
頓
受
非
漸
。
修
行
之
地
、
漸
淨
非
頓
。
知
法
空
、
則
法
無
邪
正
。
悟
宗
通
、
則
宗
無
南
北
。
孰
爲
分
別
而
假
名
哉
。」
（
さ
ら
に
詔
勅
に
よ
り
（
慧
堅
に
）
諸
派
の
長
老
た
ち
と
仏
法
の
邪
正
を
判
別
さ
せ
、（
禅
宗
の
）
南
北
両
宗
を
定
め
よ
う
と
し
た
。
慧
堅
は
考
え
た
、「
悟
り
へ
の
き
っ
か
け
は
、
頓
に
訪
れ
る
の
で
あ
り
、
漸
と
い
う
こ
と
は
な
い
。（
し
か
し
）
修
行
と
は
漸
次
に
清
浄
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
頓
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
法
が
空
で
あ
る
こ
と
を
知
れ
ば
法
に
邪
正
は
な
く
、
根
本
義
を
悟
っ
た
な
ら
根
本
に
南
北
な
ど
な
い
。
ど
う
し
て（
頓
漸
、
邪
正
、
南
北
な
ど
と
）
分
別
し
て
無
理
に
名
づ
け
よ
う
と
す
る
の
か
。」）
こ
の
資
料
は
、
徳
宗
期
に
禅
の
南
北
両
宗
の
正
宗
の
裁
定
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
南
宗
の
代
表
者
で
あ
る
慧
堅
が
南
北
融
和
主
義
的
な
立
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
、
大
変
興
味
深
い
も
の
で
あ
り
、
敦
煌
本
『
壇
経
』
の
成
立
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
こ
う
し
た
八
世
紀
末
の
南
宗
禅
の
動
向
を
ふ
ま
え
、
本
稿
で
は
、
敦
煌
本
『
壇
経
』
に
お
い
て
南
宗
宗
派
主
義
と
南
北
融
和
主
義
の
論
調
が
ど
の
よ
う
に
現
れ
る
か
を
一
書
全
体
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
、
三
二
節
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
善
知
識
、
後
代
得
吾
法
者
、
常
見
吾
法
、
身
不
離
汝
左
右
。
善
知
識
、
將
此
頓
教
法
門
、
同
見
同
行
、
發
願
受
持
。
如
事）10
（
佛
教
、
終
身
受
持
而
不
退
者
、
欲
入
聖
位
、
然
須
傳
受
持
。
從
上
已
來
、
嘿
然
而
付
衣
法
、
發
大
誓
願
、
不
退
菩
提
、
即
須
分
付
。
若
不
同
見
解
、
無
有
志
願
、
在
在
處
處
、
勿
妄
宣
傳
。
損
彼
前
人
、
究
竟
無
益
。
若
愚
人
不
解
、
謗
此
法
門
、
百
劫
千
生
、
斷
佛
種
性
。（
諸
君
、
後
世
に
わ
が
法
を
得
る
者
は
、
い
つ
も
わ
が
法
を
見
る
こ
と
が
で
き
、わ
が
身
も
君
た
ち
の
そ
ば
を
離
れ
な
い
。
諸
君
、
こ
の
頓
教
法
門
を
、
と
も
に
見
、
と
も
に
行
い
、
発
願
し
、
受
持
せ
よ
。
も
し
仏
の
教
え
に
事
え
、
そ
れ
を
終
身
受
持
し
退
転
し
な
い
者
が
、
聖
位
に
入
ろ
う
と
す
れ
ば
、（
こ
の
頓
教
を
）
伝
授
し
よ
う
。
昔
か
ら
、
何
も
語
ら
ず
に
法
は
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
必
ず
、
大
誓
願
を
発
し
、
悟
り
か
ら
退
転
し
な
い
者
に
だ
け
伝
授
し
た
の
で
あ
る
。
見
解
を
異
に
し
、
志
の
な
い
者
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
、
む
や
み
に
（
こ
の
頓
教
を
）
宣
伝
し
て
は
い
け
な
い
。
前
代
の
人
を
損
な
い
、
ま
っ
た
く
無
益
な
こ
と
だ
。
こ
の
頓
教
の
法
門
を
理
解
せ
ず
、
誹
謗
す
る
愚
か
者
が
い
れ
ば
、
永
劫
に
何
度
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
仏
性
を
断
た
れ
た
者
で
あ
る）11
（
。）
こ
こ
で
は
、「
こ
の
頓
教
の
法
門
を
、
大
誓
願
を
発
し
、
不
退
転
124
の
者
に
付
与
す
る
」
と
い
い
、
ま
た
、「
見
解
を
異
に
す
る
も
の
に
は
宣
伝
し
て
は
な
ら
な
い
」、「
頓
教
を
誹
謗
す
る
者
は
永
劫
に
仏
性
が
断
た
れ
る
」
と
い
っ
て
お
り
、
南
宗
頓
教
と
し
て
の
宗
派
意
識
の
強
さ
が
う
か
が
わ
れ
、
よ
っ
て
、
こ
の
節
は
第
一
次
編
輯
に
属
す
と
考
え
ら
れ
る
。『
壇
経
』
二
〇
〜
二
三
節
の
無
相
戒
が
何
ら
か
の
授
戒
儀
礼
に
本
づ
く
と
す
る
見
解
が
、
す
で
に
先
行
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が）12
（
、
頓
教
の
受
持
・
伝
授
と
他
派
へ
の
妄
り
な
宣
伝
の
戒
め
を
説
く
本
節
は
、
お
そ
ら
く
、
も
と
と
し
た
授
戒
儀
礼
の
ひ
と
ま
ず
の
締
め
括
り
部
分
に
あ
た
る
と
推
測
さ
れ
る
。
少
し
後
の
三
八
節
に
も
法
の
伝
授
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
若
論
宗
旨
、
傳
授
『
壇
經
』、
以
此
爲
依
約
。
若
不
得
『
壇
經
』、
即
無
稟
受
。
須
知
法
處
、年
月
日
、姓
名
、遞
相
付
囑
。
無
『
壇
經
』
稟
承
、
非
南
宗
弟
子
也
。
未
得
稟
承
者
、
雖
説
頓
教
法
、
未
知
根
本
、
終
不
免
諍
。（
宗
旨
に
つ
い
て
は
、
こ
の
『
壇
経
』
を
伝
授
し
、
そ
れ
を
拠
り
所
と
す
る
。
も
し
『
壇
経
』
を
得
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
伝
承
を
欠
い
た
も
の
だ
。
必
ず
法
を
受
け
た
場
所
、
年
月
日
、
姓
名
を
知
り
、
次
々
に
付
嘱
せ
よ
。『
壇
経
』
を
伝
授
さ
れ
て
い
な
い
者
は
、
南
宗
の
弟
子
で
は
な
い
。
ま
だ
伝
授
さ
れ
て
い
な
い
者
は
、
頓
教
の
法
を
説
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
根
本
を
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
争
い
を
免
れ
な
い）13
（
。）
こ
こ
で
は
、
表
面
的
に
は
、
慧
能
の
宗
旨
は
『
壇
経
』
に
よ
っ
て
伝
授
さ
れ
保
証
さ
れ
る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
が
、注
目
さ
れ
る
の
は
、
法
を
受
け
た
場
所
と
年
月
日
、
受
戒
者
の
氏
名
、
誰
か
ら
伝
授
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
記
録
（
記
憶
）
す
る
必
要
を
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
三
二
節
が
、
も
と
と
し
た
授
戒
儀
礼
の
終
結
部
分
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
三
八
節
も
、
お
そ
ら
く
、
も
と
と
し
た
授
戒
儀
礼
の
段
階
で
の
、
授
戒
師
や
受
戒
者
の
具
体
的
な
記
録
の
指
示
の
名
残
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
南
宗
弟
子
」
や
「
頓
教
」
の
語
も
見
え
、
宗
派
意
識
が
強
い
部
分
で
あ
り
、
第
一
次
編
輯
部
分
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
宗
旨
」「
伝
授
」「
依
約
」「
稟
承
」
の
語
が
、
一
b
節
の
「
後
代
に
流
行
し
、
学
道
者
と
与
に
此
の
宗
旨
を
承
け
、
遞たが
い
に
相
い
伝
受
し
、
依
約
す
る
所
有
り
、
以
て
稟
承
と
為
さ
し
む）14
（
」
と
共
通
し
、
よ
っ
て
こ
の
両
節
は
呼
応
し
て
お
り
、
本
節
は
第
一
次
編
輯
『
壇
経
』
を
締
め
括
る
後
序
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る）15
（
。
続
く
三
九
節
で
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
世
人
盡
傳
南
能
北
秀）16
（
、
未
知
根
本
事
由
。
…
…
法
即
一
宗
、
人
有
南
北
、
因
此
便
立
南
北
。
何
以
頓
漸
。
法
即
一
種
、
見
有
遲
疾
、
見
遲
即
漸
、
見
疾
即
頓
。
法
無
漸
頓
、
人
有
利
鈍
、
故
名
漸
頓
。（
人
々
は
み
な
、「
南
能
北
秀
」（
南
の
慧
能
と
北
の
神
秀
）
と
い
う
が
、
根
本
の
重
要
な
と
こ
ろ
が
分
か
っ
て
い
な
い
。
…
…
法
の
大
本
は
一
つ
だ
が
、
人
に
は
南
の
人
と
北
の
人
が
い
る
か
ら
、
そ
れ
で
南
宗
と
北
宗
を
立
て
た
の
だ
。
な
ぜ
頓
と
漸
が
あ
る
の
か
。
法
は
一
つ
の
も
の
だ
が
、
見さとりに
は
遅
い
か
速
い
か
が
あ
り
、
見
が
遅
け
れ
ば
漸
で
あ
り
、
見
が
速
け
れ
ば
頓
で
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あ
る
。
法
に
は
漸
も
頓
も
な
い
が
、
人
に
は
（
機
根
に
）
利
鈍
の
違
い
が
あ
る
か
ら
、
漸
頓
と
名
づ
け
た
の
だ
。）
こ
こ
で
は
、
一
転
し
て
、
南
北
両
宗
の
本
来
的
な
同
一
性
を
い
い
、
両
宗
に
対
し
て
調
和
融
合
的
な
論
調
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
節
の
み
編
者
本
人
の
見
解
が
地
の
文
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
三
八
節
は
宗
派
色
が
強
く
、
か
つ
、
そ
れ
が
授
戒
儀
の
終
結
部
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
の
直
後
に
南
北
融
和
的
な
論
調
が
現
れ
る
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
敦
煌
本
の
構
成
で
は
、
三
七
節
ま
で
で
慧
能
の
韶
州
大
梵
寺
で
の
説
法
と
授
戒
、
刺
史
韋
璩
と
の
問
答
と
い
う
状
況
設
定
が
終
わ
り
、
四
〇
節
以
降
は
慧
能
と
門
人
た
ち
と
の
問
答
と
彼
ら
へ
の
付
法
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。筆
者
の
見
解
で
は
、
お
そ
ら
く
三
九
節
は
、
一
〜
三
八
節
ま
で
の
、
大
梵
寺
に
お
け
る
韋
璩
な
ど
僧
俗
に
対
す
る
説
法
と
授
戒
と
い
う
設
定
と
、
四
〇
〜
五
五
節
ま
で
の
、
法
海
を
は
じ
め
と
す
る
十
大
弟
子
と
の
対
話
と
付
法
と
い
う
設
定
の
二
つ
を
連
結
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
は
、二
つ
の
状
況
設
定
を
連
結
し
た
編
者
、す
な
わ
ち
敦
煌
本
『
壇
経
』
第
二
次
編
輯
の
編
者
の
立
場
が
表
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
南
宗
の
優
位
性
と
北
宗
へ
の
批
判
を
と
も
に
弱
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
、
南
宗
称
揚
と
北
宗
批
判
い
ず
れ
も
の
ト
ー
ン
の
弱
化
は
、
四
一
〜
五
二
節
に
お
い
て
、
至
る
と
こ
ろ
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
四
八
節
の
「
真
仮
動
静
頌
」
に
は
「
此
の
教　
本
よ
り
諍あらそう
こ
と
無
し
、
若
し
諍
わ
ば
道
の
意
を
失
う）17
（
。
迷
に
執
し
法
門
を
諍
わ
ば
、
自
性　
生
死
に
入
ら
ん
」
と
い
い
、
見
解
を
異
に
し
て
争
え
ば
、
道
の
根
本
を
失
う
と
戒
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
四
七
節
で
は
、
慧
能
が
十
大
弟
子
に
語
り
か
け
る
形
で
、
「
已
後
、
法
を
伝
う
る
に
、
遞たが
い
に
相
い
一
巻
の
『
壇
経
』
を
教
授
せ
ば
、
本
宗
を
失
わ
ず
。『
壇
経
』
を
稟
受
せ
ざ
れ
ば
、
我
が
宗
旨
に
は
非
ず
。
如
し
今
、
得え
了おわ
れ
ば
、
遞
い
に
代
る
が
わ
る
流
行
せ
ん
。
『
壇
経
』
に
遇
う
を
得
る
者
は
、
吾　
親
し
く
授
く
る
を
見
る
が
如
し）18
（
」
と
い
い
、
ま
た
し
て
も
『
壇
経
』
の
伝
授
を
説
く
。
一
、三
八
節
に
続
い
て
、
こ
こ
で
三
た
び
『
壇
経
』
の
伝
授
を
説
く
の
は
、
お
そ
ら
く
四
〇
〜
四
六
節
の
十
大
弟
子
と
の
問
答
と
い
う
設
定
を
終
わ
ら
せ
、
四
八
〜
五
四
節
の
臨
終
に
お
け
る
付
法
の
話
と
の
切
れ
目
を
示
す
た
め
だ
ろ
う
。
た
だ
、三
八
節
の
「『
壇
経
』
の
稟
承
無
く
ん
ば
、
南
宗
の
弟
子
に
非
ざ
る
な
り
」
と
異
な
り
、
本
節
で
は
「『
壇
経
』
を
稟
受
せ
ざ
れ
ば
、
我
が
宗
旨
に
は
非
ず
」
と
い
い
、「
南
宗
」
の
言
葉
は
用
い
ら
れ
ず
、「
頓
教
」
の
語
も
使
わ
れ
な
い
。「
南
宗
」「
頓
教
」
の
語
の
不
使
用
を
重
く
み
れ
ば
、
こ
の
部
分
も
、
第
二
次
編
輯
時
に
南
北
融
和
的
立
場
か
ら
付
加
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
重
複
す
る
伝
法
の
記
述
に
は
、
南
宗
宗
派
主
義
と
南
北
融
和
主
義
の
二
つ
の
立
場
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
前
者
は
第
一
次
編
輯
時
、
後
者
は
第
二
次
編
輯
時
の
も
の
で
あ
り
、
は
じ
め
前
者
だ
け
で
あ
っ
た
も
の
に
、後
に
後
者
が
付
加
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
126
三
、
第
一
次
編
輯
と
第
二
次
編
輯
の
差
異
（
二
） 
 
　
　
│
偈
の
改
作
と
付
加
敦
煌
本
『
壇
経
』
で
は
、
偈
が
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
弘
忍
か
ら
慧
能
へ
の
伝
法
（
八
）、
慧
能
の
大
梵
寺
に
お
け
る
授
戒
儀
礼
（
三
三
、
三
六
）、
慧
能
か
ら
弟
子
達
へ
の
伝
法
（
四
八
、
四
九
、五
二
、五
三
）
な
ど
の
、
こ
の
書
物
の
種
々
の
状
況
設
定
に
巧
妙
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
書
の
注
目
す
べ
き
特
徴
の
一
つ
で
あ
り
、
既
に
先
行
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が）19
（
、
中
で
も
、
齋
藤
智
寛
氏
は
、
論
文
「
無
臺
明
鏡
照
心
地
：
『
六
祖
壇
経
』
的
偈
頌
及
其
心
性
論）20
（
」
に
お
い
て
、『
壇
経
』
の
偈
頌
を
集
中
的
に
検
討
し
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
も
、
敦
煌
本
『
壇
経
』
に
お
い
て
近
似
す
る
表
題
を
も
つ
偈
が
重
複
す
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
が
、
筆
者
は
齋
藤
氏
と
見
解
を
や
や
異
に
し
て
い
る
。
齋
藤
氏
は
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
当
時
、
慧
能
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
多
く
の
偈
が
流
通
し
て
お
り
、『
壇
経
』
の
編
輯
者
が
そ
れ
ら
を
任
意
に
取
り
込
ん
だ
た
め
、
結
果
と
し
て
同
一
の
表
題
を
も
つ
複
数
の
偈
頌
が
併
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
が
、
筆
者
は
こ
の
考
え
と
は
異
な
り
、
重
複
す
る
偈
は
、
第
一
次
編
輯
と
第
二
次
編
輯
の
痕
跡
、
つ
ま
り
第
一
次
編
輯
時
に
存
在
し
た
偈
が
、
第
二
次
編
輯
時
に
そ
れ
を
利
用
し
て
改
編
さ
れ
、
か
つ
前
者
が
削
除
さ
れ
る
こ
と
な
く
両
者
が
併
存
し
た
と
推
測
す
る
。
以
下
、
こ
れ
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
い
ま
敦
煌
本
『
壇
経
』
の
偈
を
列
挙
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、同
一
あ
る
い
は
極
め
て
近
似
す
る
表
題
を
も
つ
偈
が
、
二
首
ず
つ
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
三
三
節
の
「
無
相
頌
」
と
三
六
節
の
「
無
相
頌
」、
そ
し
て
五
二
節
の
「
見
真
仏
解
脱
頌
」
と
五
三
節
の
「
自
性
見
真
仏
解
脱
頌
」
で
あ
る
。
ま
ず
、
三
三
節
と
三
六
節
の
「
無
相
頌
」
を
見
て
み
よ
う
。
表
　
敦
煌
本
『
壇
経
』
に
見
え
る
偈
頌
節
偈
頌
の
表
題
形
式
設
定
上
の
作
者
六
「
呈
心
偈
」（「
無
相
偈
」と
も
）
五
言
四
句
神
秀
八
（「
呈
心
偈
」
其
一
）
五
言
四
句
慧
能
八
（「
呈
心
偈
」
其
二
）
五
言
四
句
慧
能
二
二
（「
無
相
懺
悔
」）
七
言
十
二
句
慧
能
三
三
「
無
相
頌
」（
其
一
、「
滅
罪
頌
」
と
も
）
七
言
二
十
句
慧
能
三
六
「
無
相
頌
」（
其
二
）
五
言
五
十
五
句
慧
能
四
八
「
真
仮
動
静
頌
」
五
言
三
十
二
句
慧
能
四
九
「
五
祖
伝
衣
付
法
頌
」
五
言
四
句×
六
中
国
五
祖
と
慧
能
五
二
「
見
真
仏
解
脱
頌
」
五
言
十
六
句
慧
能
五
三
「
自
性
見
真
仏
解
脱
頌
」
七
言
三
十
二
句
慧
能
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三
三
節
の
「
無
相
頌
」
は
、形
式
は
七
言
句
で
あ
る
。「
亦
た
「
滅
罪
頌
」
と
名
づ
く
」
と
い
う
よ
う
に
、懺
悔
を
テ
ー
マ
と
し
て
お
り
、
「
布
施
供
養
な
ど
福
に
は
限
り
が
な
い
と
し
て
も
、
心
の
中
の
三
業
は
ず
っ
と
存
在
す
る
」（
布
施
供
養
福
無
邊
、心
中
三
業
元
來
在
）、「
も
し
福
を
修
め
る
こ
と
で
罪
を
滅
ぼ
そ
う
と
す
れ
ば
、
来
世
に
福
を
得
た
と
し
て
も
罪
は
そ
の
ま
ま
消
え
ず
に
存
在
す
る
」（
若
將
修
福
欲
滅
罪
、
後
世
得
福
罪
元
在
）、「
も
し
心
の
中
で
罪
の
原
因
を
除
く
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
そ
れ
が
自
性
の
中
で
の
真
の
懺
悔
だ
」（
若
解
向
心
除
罪
縁
、
各
自
性
中
眞
懺
悔
）
と
い
う
の
が
、
主
な
主
張
で
あ
り
、自
性
に
お
け
る
真
の
懺
悔
を
求
め
る
。
ま
た
、こ
の
頌
で
は
、「
大
師　
今
此
の
頓
教
を
伝
え
」
や
「
若
し
大
乗
頓
教
の
法
に
遇
わ
ば
」
な
ど
と
、「
頓
教
」
の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
一
方
、
三
六
節
の
「
無
相
頌
」
で
あ
る
が
、
形
式
は
五
言
句
で
あ
る
。「
愚
人
」「
修
道
」「
邪
正
」「
行
正
」「
大
乗
頓
教
」
な
ど
の
語
彙
が
三
三
節
と
共
通
し
て
お
り
、こ
ち
ら
も
「
菩
提
は
本
よ
り
清
浄
、
心
を
起
こ
す
は
即
ち
是
れ
妄
な
り
。
浄
性
は
妄
中
に
於
い
て
、
但
だ
正
し
く
三
障
を
除
く
」
と
い
う
よ
う
に
、自
性
の
清
浄
と
、菩
提
（
道
）
と
煩
悩
、
あ
る
い
は
正
見
と
邪
見
に
つ
い
て
説
く
。
こ
の
頌
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
説
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
そ
の
道
理
は
同
じ
で
、
根
本
も
同
じ
で
あ
る
」（
説
即
雖
萬
般
、
合
理
還
歸
一
）
と
し
、
ま
た「
こ
れ
は
頓
教
で
は
あ
る
が
、大
乗
と
も
い
う
。（
こ
れ
ま
で
）迷
っ
て
い
た
時
は
幾
劫
も
の
あ
い
だ
輪
廻
し
て
き
た
が
、
悟
る
の
は
刹
那
の
一
瞬
だ
」（
此
但
是
頓
教
、
亦
名
爲
大
乘
。
迷
來
經
累
劫
、
悟
即
刹
那
間
）
と
い
い
、「
頓
教
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
絶
対
性
は
弱
め
ら
れ
、
か
え
っ
て
諸
教
の
帰
一
・
融
合
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、「
愚
人
を
教
化
す
る
に
は
、
方
便
が
必
要
だ
」（
若
欲
化
愚
人
、
事
須
有
方
便
）
と
も
い
う
が
、
本
来
、
神
会
生
前
の
南
宗
に
お
い
て
は
、『
壇
語
』
二
八
節
に
「
禅
の
他
宗
の
教
え
方
で
は
、
頓
悟
を
許
容
せ
ず
、
方
便
に
則
っ
て
修
行
し
て
は
じ
め
て
悟
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
が
、
こ
れ
は
最
も
レ
ベ
ル
の
低
い
考
え
方
だ
」（
見
諸
教
禪
者
、
不
許
頓
悟
、
要
須
方
便
、
始
悟
。
此
是
大
下
品
之
見）21
（
）
と
い
う
よ
う
に
、
方
便
を
北
宗
禅
の
悪
し
き
特
徴
と
し
て
厳
し
く
批
判
し
て
い
た
も
の
が
、
本
頌
で
は
方
便
も
時
宜
に
応
じ
て
必
要
な
も
の
と
さ
れ
る
。
頌
は
ま
た
、「
法
（
真
理
）
は
本
来
、
世
間
に
あ
る
も
の
で
、世
間
に
あ
り
な
が
ら
世
間
を
越
え
出
て
い
る
。
世
間
を
離
れ
た
り
、
世
間
を
越
え
出
て
外
に
求
め
て
は
い
け
な
い
」
（
法
元
在
世
間
、
於
世
出
世
間
。
勿
離
世
間
上
、
外
求
出
世
間
）
と
説
く
が
、
こ
れ
は
節
の
冒
頭
で
慧
能
が
韋
璩
に
在
家
の
修
行
の
要
点
を
こ
の
頌
に
よ
っ
て
示
す
と
い
う
の
を
承
け
て
お
り
、
在
家
へ
の
布
教
を
意
図
し
て
挿
入
さ
れ
た
一
節
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
三
三
節
と
三
六
節
の
「
無
相
頌
」
を
比
較
し
て
み
る
と
、
両
者
は
、
用
い
ら
れ
る
語
彙
や
表
現
は
類
似
し
て
い
る
も
の
の
、
両
者
の
偈
文
の
形
式
と
主
張
に
は
明
確
な
違
い
が
あ
る
。
形
式
に
お
い
て
は
、
前
者
は
七
言
偈
で
あ
り
、
後
者
は
五
言
偈
で
あ
る
。
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主
張
・
立
場
と
し
て
は
、
前
者
で
は
頓
教
の
優
位
が
説
か
れ
る
の
に
対
し
、
後
者
で
は
頓
漸
の
帰
一
が
説
か
れ
、
頓
教
の
絶
対
性
は
弱
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
者
は
、
お
そ
ら
く
出
家
者
を
対
象
と
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
在
家
者
を
対
象
と
し
て
修
行
の
際
の
注
意
点
を
説
く
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
以
上
か
ら
、
三
三
節
の
偈
が
先
に
あ
り
、
三
六
節
は
そ
れ
を
も
と
に
作
成
さ
れ
、
付
加
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
般
的
に
、
詩
の
形
式
に
つ
い
て
、
七
言
が
古
く
、
五
言
が
新
し
い
と
は
言
え
な
い
が
、
内
容
面
か
ら
比
較
し
た
場
合
、
こ
こ
で
は
、
七
言
句
（
三
三
節
）
が
古
く
、
五
言
句
（
三
六
節
）
が
新
し
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
次
に
、
も
う
一
組
の
類
似
す
る
頌
で
あ
る
五
二
節
の
「
見
真
仏
解
脱
頌
」
と
五
三
節
の
「
自
性
見
真
仏
解
脱
頌
」
を
見
て
み
よ
う
。
先
に
、
五
三
節
の
「
自
性
見
真
仏
解
脱
頌
」
で
あ
る
が
、
形
式
は
七
言
句
で
あ
る
。
本
頌
で
は
、「
真
如
の
清
浄
な
る
法
性
こ
そ
が
真
仏
で
あ
り
」（
眞
如
淨
性
是
眞
佛
）、「
化
身
と
報
身
と
清
浄
な
る
法
身
の
三
身
は
本
来
一
体
で
あ
っ
て
」（
化
身
報
身
及
淨
身
、
三
身
元
本
是
一
身
）、「
そ
の
清
浄
な
る
法
身
は
常
に
化
身
（
肉
身
）
の
中
に
存
在
し
て
い
る
は
ず
で
」（
淨
性
常
在
化
身
中
）、「
も
し
自
己
の
肉
身
の
中
に
真
仏
が
お
り
、
真
仏
が
い
る
な
ら
そ
れ
が
仏
と
成
る
た
め
の
因
で
あ
り
」（
若
使
身
中
自
有
眞
、有
眞
即
是
成
佛
因
）、「
自
ら
（
の
中
に
）
真
を
求
め
よ
う
と
せ
ず
、外
に
仏
を
求
め
よ
う
と
す
る
者
は
、
み
な
大
馬
鹿
者
だ
」（
自
不
求
眞
外
覓
佛
、
去
覓
總
是
大
癡
人
）
と
す
る
。
こ
う
し
た
主
張
は
、
二
〇
節
の
無
相
戒
に
お
い
て
、
自
己
の
色
身
に
存
在
す
る
三
身
仏
（
法
身
仏
・
化
身
仏
・
報
身
仏
）
へ
の
帰
依
を
説
き）22
（
、「
向さ
き者
の
三
身
、
自
法
性
に
在
り
、
世
人
尽
く
有
す
も
、
迷
う
が
為
に
見
え
ず
。
外
に
三
世
如
来
を
覓もと
め
、
自
色
身
中
の
三
世
仏
を
見
ず）23
（
」
と
説
く
も
の
に
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
頓
教
門
」「
頓
教
法
」
の
語
が
見
え
、南
宗
禅
の
宗
派
性
を
示
し
て
い
る
。
次
に
、
五
二
節
の
「
見
真
仏
解
脱
頌
」
を
見
て
み
る
と
、
こ
ち
ら
は
五
言
句
で
あ
る
。
本
頌
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
迷
え
ば
仏
も
衆
生
と
な
り
、
悟
れ
ば
衆
生
も
仏
と
な
る
。
愚
痴
で
あ
れ
ば
仏
も
衆
生
と
な
り
、
智
慧
が
あ
れ
ば
衆
生
も
仏
と
な
る
。
心
が
分
別
す
れ
ば
仏
も
衆
生
と
な
り
、
心
が
平
等
で
あ
れ
ば
衆
生
も
仏
と
な
る
」（
迷
即
佛
衆
生
、
悟
即
衆
生
佛
。
愚
癡
佛
衆
生
、
智
惠
衆
生
佛
。
心
嶮
佛
衆
生
、
平
等
衆
生
佛）24
（
）
と
い
い
、
衆
生
と
仏
の
関
係
を
テ
ー
マ
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
先
に
見
た
五
三
節
の
「
自
性
見
真
仏
解
脱
頌
」
に
は
見
ら
れ
な
い
主
張
で
あ
る
。こ
の
衆
生
と
仏
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
五
二
節
の
頌
の
直
前
に
、
六
祖
が
弟
子
法
海
に
語
り
か
け
、「
君
た
ち
聞
き
な
さ
い
、
わ
が
後
代
に
お
い
て
、
迷
っ
た
人
は
、
衆
生
を
理
解
で
き
れ
ば
、
た
だ
ち
に
仏
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
も
し
衆
生
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
仏
を
求
め
た
と
し
て
も
、
永
劫
に
わ
た
っ
て
仏
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
」（
汝
聽
、後
代
迷
人
、
但
識
衆
生
、
即
能
見
佛
。
若
不
識
衆
生
、
覓
佛
萬
劫
不
可
得
也）25
（
）
と
い
う
も
の
を
承
け
て
お
り
、
衆
生
を
理
解
す
る
こ
と
と
仏
性
を
体
認
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す
る
こ
と
の
不
可
分
を
説
く
。
頌
の
末
尾
に
お
い
て
、「
我
が
心
に
は
自おの
ず
か
ら
仏
が
お
り
、
自みずから
の
仏
こ
そ
真
の
仏
だ
。
自
身
に
仏
心
が
な
い
の
な
ら
、
ど
こ
に
仏
を
求
め
ら
れ
よ
う
か
」（
我
心
自
有
佛
、
自
佛
是
眞
佛
。
自
若
無
佛
心
、
向
何
處
求
佛
）
と
い
う
か
ら
、
こ
こ
で
い
う
衆
生
と
仏
性
と
の
表
裏
一
体
の
関
係
と
は
、
一
般
論
と
し
て
の
衆
生
と
仏
と
の
関
係
と
い
う
よ
り
も
、
自
己
の
内
な
る
凡
性
と
聖
性
に
つ
い
て
説
く
も
の
と
も
考
え
ら
れ
、そ
の
点
で
は
、五
三
節
「
自
性
見
真
仏
解
脱
頌
」
が
自
己
の
肉
身
に
存
在
す
る
真
仏
を
説
く
の
に
一
見
す
る
と
似
て
い
る
が
、
筆
者
は
、
両
者
の
立
場
に
は
違
い
が
あ
る
と
考
え
る
。
と
い
う
の
も
、
五
三
節
頌
で
は
、
冒
頭
に
「
真
如
・
浄
性
は
是
れ
真
仏
、
邪
見
・
三
毒
は
是
れ
真
魔
な
り
。
邪
見
の
人
は
魔　
舍
に
在
り
、
正
見
の
人
は
仏　
即
ち
過よぎ
る）26
（
」
と
い
う
よ
う
に
、
正
見
と
邪
見
、
あ
る
い
は
真
仏
と
真
魔
を
対
置
さ
せ
、
正
し
い
見
解
を
保
持
す
る
こ
と
で
自
己
の
内
な
る
仏
を
見
る
こ
と
を
説
く
一
方
、
五
二
節
頌
で
は
「
衆
生
を
離
れ
て
仏
無
し
」
に
顕
著
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
衆
生
と
仏
と
の
一
体
性
、
凡
聖
の
一
如
を
説
き
、「
一
念
に
悟
り
て
若
し
平
ら
か
な
れ
ば
、
衆
生
に
即
し
て
自
ず
か
ら
仏
な
り
」
と
い
い
、見
仏
と
は
凡
中
の
聖
を
悟
る
こ
と
だ
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
形
式
面
で
は
、
五
二
節
は
五
言
句
で
、
五
三
節
は
七
言
句
で
あ
る
。
内
容
面
で
は
、
五
二
節
は
、
愚
痴
や
心
の
分
別
を
戒
め
、
智
慧
と
心
の
平
等
を
説
き
、「
見
真
仏
解
脱
頌
」
と
い
う
表
題
に
あ
ま
り
忠
実
で
は
な
く
、
衆
生
と
仏
の
表
裏
一
体
の
関
係
を
説
く
一
方
、
五
三
節
は
、
衆
生
に
つ
い
て
は
説
か
ず
、
自
ら
の
肉
身
た
る
化
身
に
は
清
浄
な
る
法
身
が
宿
る
と
し
、
そ
の
清
浄
で
真
実
な
る
法
身
を
自
己
の
う
ち
に
見
出
す
こ
と
の
重
要
性
を
説
き
、「
自
性
見
真
仏
解
脱
頌
」
と
い
う
表
題
に
相
応
し
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
宗
派
性
に
つ
い
て
も
、
前
者
に
は
「
頓
教
」
の
語
が
見
え
な
い
一
方
、
後
者
に
は
二
度
見
え
、
宗
派
性
が
強
い
。
よ
っ
て
こ
の
二
つ
の
類
似
す
る
頌
も
、
五
三
節
の
七
言
句
が
古
く
、
五
二
節
の
五
言
句
は
そ
れ
を
も
と
に
新
し
く
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
敦
煌
本
に
見
え
る
類
似
す
る
偈
を
比
較
し
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
、
一
つ
は
古
い
要
素
を
残
し
、
も
う
一
つ
は
そ
れ
を
も
と
に
新
た
に
作
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
特
徴
と
し
て
は
、
形
式
面
で
は
、
前
者
は
七
言
句
で
、
後
者
は
五
言
句
で
あ
る）27
（
。
内
容
面
で
は
、
前
者
は
南
宗
の
宗
派
性
で
あ
る
頓
教
を
強
調
す
る
が
、
後
者
は
南
北
融
和
的
で
あ
り
頓
教
に
言
及
し
な
い
場
合
さ
え
あ
る
。
内
容
面
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
前
者
で
は
在
家
者
あ
る
い
は
衆
生
（
凡
性
）
に
つ
い
て
は
特
に
言
及
し
な
い
一
方
で
、
後
者
で
は
そ
れ
ら
を
重
視
す
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
も
恐
ら
く
、
南
宗
頓
教
の
宗
派
性
が
弱
化
し
て
い
く
過
程
と
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
違
い
は
、
既
に
伝
法
の
言
葉
の
重
複
に
見
た
通
り
、
第
一
次
編
輯
と
第
二
次
編
輯
の
違
い
を
示
し
た
も
の
で
、
こ
れ
も
伝
法
の
言
葉
の
重
複
と
同
じ
く
、第
一
次
編
輯
の
内
容
を
残
存
し
た
ま
ま
、
そ
れ
を
元
に
第
二
次
編
輯
時
に
創
作
・
付
加
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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結
び
最
後
に
、
本
稿
に
お
い
て
得
ら
れ
た
結
論
を
ま
と
め
て
お
く
。
①
法
の
伝
授
に
関
す
る
記
述
の
重
複
と
類
似
す
る
偈
の
重
複
は
、
お
そ
ら
く
『
壇
経
』
の
複
次
的
な
編
輯
の
痕
跡
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
新
旧
の
層
が
認
め
ら
れ
る
。
②
敦
煌
本
『
壇
経
』
の
偈
頌
に
は
七
言
偈
と
五
言
偈
が
あ
る
が
、
重
複
す
る
内
容
を
持
つ
偈
に
つ
い
て
は
、
七
言
偈
は
古
層
に
属
し
、
五
言
偈
は
新
層
と
し
て
付
加
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
③
『
壇
経
』
は
、
ま
ず
、
お
も
に
神
会
系
の
資
料
で
あ
っ
た
南
宗
禅
の
宗
派
的
な
教
理
と
授
戒
儀
と
偈
を
も
と
に
し
て
第
一
次
編
輯
（
一
三
〜
三
三
、三
八
、五
三
節
）が
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
、そ
れ
ら
が
、
慧
能
の
説
法
・
無
相
戒
・
偈
と
し
て
編
輯
さ
れ
た
。
④
そ
の
後
、
第
一
次
『
壇
経
』
を
元
に
、
新
た
に
禅
の
南
北
両
宗
の
融
和
・
統
合
の
主
張
の
下
に
第
二
次
編
輯
が
行
わ
れ
、
第
二
次
編
輯
者
の
言
葉
（
三
九
節
）
や
、
一
次
編
輯
時
の
偈
頌
を
も
と
と
し
た
南
北
融
和
主
義
に
よ
る
改
作
（
三
六
、五
二
節
）
な
ど
が
付
加
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
一
書
と
し
て
整
理
さ
れ
、
現
在
の
敦
煌
本
と
な
っ
た
。
⑤
第
二
次
編
輯
と
考
え
ら
れ
る
部
分
に
は
、
在
家
者
を
対
象
と
し
た
り
、
聖
凡
一
如
を
重
視
す
る
思
想
が
見
ら
れ
る
。
次
の
点
は
、
完
全
に
解
決
で
き
ず
、
問
題
点
の
指
摘
に
と
ど
ま
る
。
⑥
な
ぜ
、
二
次
編
輯
の
際
に
、
一
次
編
輯
の
立
場
を
残
し
た
ま
ま
、
そ
れ
に
付
加
す
る
形
で
編
輯
が
行
わ
れ
た
の
か
。
本
稿
で
の
考
察
に
よ
り
、『
壇
経
』
に
お
け
る
重
複
表
現
が
、
第
一
次
編
輯
に
お
け
る
南
宗
宗
派
的
立
場
と
第
二
次
編
輯
に
お
け
る
南
北
融
和
的
立
場
を
如
実
に
反
映
す
る
こ
と
を
検
証
し
、
特
に
、
類
似
す
る
偈
の
重
複
に
は
二
次
の
編
輯
の
痕
跡
が
色
濃
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
従
来
言
及
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
八
世
紀
末
に
お
け
る
南
宗
の
正
宗
と
し
て
の
公
認
と
そ
れ
に
伴
う
神
会
系
に
見
ら
れ
る
南
北
融
和
主
義
的
な
立
場
と
も
符
合
し
、『
壇
経
』
と
い
う
書
物
の
形
成
の
思
想
史
的
背
景
を
テ
キ
ス
ト
に
即
し
て
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
得
た
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、
冒
頭
に
、
敦
煌
本
『
壇
経
』
に
関
す
る
五
つ
の
論
点
を
提
示
し
、
そ
の
う
ち
主
に
（
四
）（
五
）
に
関
し
て
『
壇
経
』
の
複
次
的
な
編
輯
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
残
る（
一
）の『
壇
経
』
に
慧
能
の
思
想
は
含
ま
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
と
、（
二
）（
三
）
の
『
壇
経
』
と
神
会
語
録
の
類
似
お
よ
び
差
異
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
て
あ
ら
た
め
て
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。
　
注
（
1
）　
テ
キ
ス
ト
は
、
敦
煌
博
物
館
本
第
〇
七
七
号
を
用
い
、
周
紹
良
氏
に
よ
る
校
定
を
参
照
し
た
（
周
紹
良
編
著
『
敦
煌
写
本
『
壇
経
』
原
本
』、
文
物
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。
以
下
、
周
氏
校
本
と
略
）。
ま
た
、
分
節
と
番
号
は
、
先
行
研
究
と
本
稿
の
比
較
・
参
照
の
利
便
性
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を
考
え
、
郭
朋
『
壇
経
校
釈
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
に
拠
っ
た
。
ま
た
、
敦
博
本
の
テ
キ
ス
ト
に
問
題
が
あ
る
場
合
は
、
ス
タ
イ
ン
本
（
S
五
四
七
五
号
、
周
氏
前
掲
書
影
印
）、
旅
順
本
（
郭
富
純
・
王
振
芬
整
理
『
旅
順
博
物
館
蔵
敦
煌
本
六
祖
壇
経
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
を
適
宜
参
照
し
、
一
部
は
文
字
を
改
め
た
。
（
2
）　
本
稿
で
は
、
神
会
の
思
想
を
表
す
と
さ
れ
る
、『
壇
語
』、『
菩
提
達
摩
南
宗
定
是
非
論
』（『
定
是
非
論
』
と
略
）、『
南
陽
和
尚
問
答
雑
徴
義
』
の
三
書
を
総
称
し
て
神
会
語
録
と
呼
ぶ
。
テ
キ
ス
ト
は
、
楊
曽
文
編
校
『
神
会
和
尚
禅
話
録
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
再
版
）
に
よ
り
、
引
用
は
そ
の
頁
数
を
記
す
（
以
下
、
楊
氏
編
校
本
と
略
）。
ま
た
『
壇
語
』
の
分
節
と
番
号
は
、
唐
代
語
録
研
究
班
編
『
神
会
の
語
録　
壇
語
』（
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
）
に
拠
っ
た
。
（
3
）　
小
川
隆
「
敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
駒
沢
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
二
〇
号
、
一
九
八
七
年
）、
同
「
敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』
の
成
立
に
つ
い
て
（
之
二
）」（『
駒
沢
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
二
二
号
、
一
九
八
九
年
）、
同
「
試
論
六
祖
壇
経
之
成
書
過
程
」（『
仏
光
山
国
際
禅
学
会
議
実
録
』
所
収
、
仏
光
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）。
伊
吹
敦
「
敦
煌
本
『
壇
経
』
の
形
成
│
恵
能
の
原
思
想
と
神
会
派
の
展
開
│
」（『
論
叢　
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
』
四
号
、
一
九
九
五
年
）。
松
岡
由
香
子
「
恵
能
と
仏
性
」
（『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
三
一
号
、
二
〇
一
一
年
）。
（
4
）　
小
川
氏
前
掲
三
論
文
。
（
5
）　
伊
吹
氏
前
掲
論
文
。
（
6
）　
こ
う
し
た
矛
盾
や
不
統
一
を
、
一
度
の
編
輯
に
お
い
て
種
々
の
資
料
を
継
ぎ
合
わ
せ
た
際
に
生
じ
た
不
備
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
筆
者
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
三
八
節
で
書
物
と
し
て
一
旦
終
結
し
て
い
る
こ
と
を
有
力
な
証
拠
と
見
て
、
そ
れ
が
複
次
の
編
輯
に
よ
る
形
成
層
を
反
映
す
る
痕
跡
で
あ
る
と
考
え
る
。
（
7
）　
小
川
隆
「
神
会
没
後
の
南
北
両
宗
」（『
宗
学
研
究
』
三
三
号
、
一
九
九
一
年
）、
二
九
五
頁
。
（
8
）　
テ
キ
ス
ト
は
、
楊
氏
編
校
本
、
二
五
一
│
二
五
四
頁
に
拠
る
。
（
9
）　
「
貞
元
初
、
詔
譯
新
經
、
俾
充
鑒
義
大
德
。
皇
上
方
以
玄
聖
沖
妙
之
旨
、
素
王
中
和
之
教
、
稽
合
内
典
、
輔
成
化
源
。
後
當
誕
聖
之
日
、
命
入
禁
中
、
人
天
相
見
、
龍
象
畢
會
。
大
君
設
重
雲
之
講
、
儲
后
降
洊
雷
之
貴
。」
楊
氏
編
校
本
、
二
五
三
頁
。
（
10
）　
旅
順
本
に
従
い
「
是
」
を
「
事
」
に
改
め
る
。
（
11
）　
周
氏
校
本
、
一
三
八
頁
。
（
12
）　
柳
田
聖
山
「
大
乗
戒
経
と
し
て
の
六
祖
壇
経
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
一
二
（
一
）、
一
九
六
四
年
、
の
ち
『
禅
仏
教
の
研
究
』、『
柳
田
聖
山
集
』
第
一
巻
、
法
蔵
館
、
一
九
九
九
年
）、
石
井
公
成
「
無
相
戒
の
源
流
」（『
駒
沢
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
八
号
、一
九
九
七
年
）
な
ど
。
ま
た
、
前
掲
『
神
会
の
語
録　
壇
語
』
二
一
│
二
三
頁
に
、
初
期
禅
宗
の
各
授
戒
儀
（『
大
乗
無
生
方
便
門
』、『
壇
語
』、
敦
煌
本
『
壇
経
』）
を
比
較
し
、
そ
の
特
色
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
る
。
（
13
）　
周
氏
校
本
、
一
四
九
頁
。
周
氏
に
従
い
「
遍0
相
付
囑
」
を
「
遞0
相
付
囑
」
に
改
め
る
。
（
14
）　
周
氏
校
本
、
一
一
〇
頁
。
（
15
）　
こ
こ
で
筆
者
が
「
後
序
」
と
よ
ぶ
も
の
は
、
中
国
の
宗
教
文
献
に
お
い
て
編
輯
者
が
テ
キ
ス
ト
を
締
め
括
る
後
記
の
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
お
り
、
そ
れ
は
『
出
三
蔵
記
集
』
に
収
め
る
「
後
序
」「
後
記
」
132
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
巻
十
一
・
作
者
未
詳
「
菩
薩
波
羅
提
木
叉
後
記
」
で
は
、「
於
逍
遙
觀
中
、
三
千
學
士
與
什
參
定
大
小
乘
經
五
十
餘
部
、
唯
菩
薩
十
戒
四
十
八
輕
、
最
後
誦
出
。
時
融
影
三
百
人
等
、
一
時
受
行
、
修
菩
薩
道
。
豈
唯
當
時
之
益
、
乃
有
累
劫
之
津
也
。
故
慧
融
書
三
千
部
、
流
通
於
後
代
、
持
誦
相
授
、
屬
諸
後
學
好
道
之
君
子
、願
來
劫
不
絶
、共
見
千
佛
、龍
華
同
坐
」（
大
正
五
五
、七
九
下
）
と
い
い
、
書
物
の
訳
出
さ
れ
た
経
緯
と
と
も
に
、
後
世
へ
の
伝
授
・
流
通
の
祈
願
を
述
べ
て
い
る
が
、『
壇
経
』
三
八
節
の
内
容
と
形
式
は
、こ
の
よ
う
な
文
体
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
序
と
し
て
の
特
徴
を
具
え
た
も
の
だ
と
考
え
る
。
（
16
）　
敦
博
本
は
「
南
宗
能
比
秀
」
に
作
る
が
、旅
順
本
は
「
南
能
比
秀
」
に
作
る
。
い
ま
、
旅
順
本
に
従
い
、
か
つ
「
比
」
を
「
北
」
に
改
め
る
。「
何
以
頓
漸
」
は
、
旅
順
本
は
「
何
以
漸
頓
」
に
作
る
。
（
17
）　
周
氏
校
本
、
一
六
二
│
一
六
三
頁
。
敦
博
本
は
「
若
道
失
道
意
」
に
作
る
が
、
旅
順
本
が
「
若
諍
失
道
意
」
に
作
る
の
に
従
う
。
（
18
）　
周
氏
校
本
、
一
六
〇
│
一
六
一
頁
。
（
19
）　
敦
煌
本
『
壇
経
』
に
お
け
る
偈
の
多
用
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
柳
田
氏
が
指
摘
し
、『
壇
経
』
に
お
い
て
神
会
の
伝
衣
説
に
代
わ
り
伝
法
偈
が
創
唱
さ
れ
た
と
す
る
。『
初
期
禅
宗
史
書
の
研
究
』（
法
蔵
館
版
、
二
〇
〇
〇
年
、
も
と
一
九
六
七
年
）、
二
六
三
│
二
六
五
頁
。
後
に
小
川
氏
が
こ
の
考
え
を
踏
襲
す
る
。
小
川
一
九
八
九
、
一
九
九
〇
。
ま
た
伊
吹
氏
は
、
偈
を
修
行
や
布
教
活
動
に
利
用
し
た
の
は
神
会
に
特
徴
的
で
あ
っ
た
と
す
る
。
伊
吹
一
九
九
五
、一
四
四
│
一
四
五
頁
。
（
20
）　
『
仏
教
文
献
与
文
学
』（
仏
光
文
化
事
業
有
限
公
司
、二
〇
一
一
年
）、
六
〇
│
九
一
頁
。
（
21
）　
楊
氏
編
校
本
、
一
四
頁
。
（
22
）　
「
善
知
識
、
總
須
自
聽
、
與
授
無
相
戒
。
一
時
逐
惠
能
口
道
、
令
善
知
識
見
自
三
身
佛
。
於
自
色
身
、歸
依
清
淨
法
身
佛
。
於
自
色
身
、
歸
依
千
百
億
化
身
佛
。
於
自
色
身
、
歸
依
當
來
圓
滿
報
身
佛
。」
周
氏
校
本
、一
二
五
頁
。
敦
博
本
は
「
當
身0
圓
滿
報
身
佛
」
に
作
る
が
、
旅
順
本
「
當
來0
圓
滿
報
身
佛
」
に
従
う
。
（
23
）　
周
氏
校
本
、
一
二
五
頁
。
敦
博
本
は
「
自
在
法
性
」
に
作
る
が
、
旅
順
本
の
「
在
自
法
性
」
に
従
う
。
（
24
）　
周
氏
校
本
、
一
六
八
頁
。
（
25
）　
周
氏
校
本
は
「
見0
佛
萬
劫
不
可
得
也
」
に
誤
る
が
、敦
博
本
は
「
覓0
佛
」
に
作
る
。
周
氏
校
本
、
一
六
七
頁
。
（
26
）　
周
氏
校
本
、
一
六
九
頁
。
（
27
）　
現
存
す
る
神
会
関
係
の
偈
文
で
は
、
七
言
句
の
も
の
が
や
や
多
い
が
、
五
言
句
の
も
の
と
四
言
六
言
の
も
の
も
あ
り
、
い
ず
れ
が
古
い
の
か
単
純
に
は
い
え
な
い
。『
壇
語
』
楊
氏
編
校
本
五
│
六
頁
（
冒
頭
の
発
菩
提
心
・
帰
依
三
宝
の
後
）
は
、
七
言
四
句
×
六
。『
壇
語
』
編
校
本
十
頁
は
、
基
本
的
に
五
言
六
句
×
六
。『
壇
語
』
編
校
本
一
四
頁
（
後
序
の
前
）
は
、
七
言
八
句
。『
定
是
非
論
』
編
校
本
一
七
頁
（
独
孤
沛
の
序
の
直
後
）
は
、
五
言
八
句
。『
定
是
非
論
』
編
校
本
四
二
頁
は
、
七
言
八
句
。「
頓
悟
無
生
般
若
頌
」（
編
校
本
五
〇
│
五
一
頁
、
前
掲
『
神
会
の
語
録
』
一
五
二
頁
）
は
、
四
言
六
言
句
。
